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経
済
社
会
の
国
際
化
の
進
展
に
伴
い
、
就

労
を
目
的
と
し
て
日
本
に
入
国
、
在
留
す
る

外
国
人
が
増
加
し
て
い
る
な
か
で
、
政
府
は

高
度
外
国
人
材
の
就
業
促
進
施
策
を
総
合
的

に
講
ず
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
わ
が
国

の
高
度
人
材
に
対
す
る
入
国
管
理
制
度
は
、

他
の
先
進
国
と
比
べ
開
放
的
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
企
業
に
お
け
る
高
度
外
国
人
材

の
受
け
入
れ
は
必
ず
し
も
、
進
展
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
こ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え

て
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ

Ｐ
Ｔ
）
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
要
請
に
よ
り
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
な
か
で
比
較
的
多
く
の
高
度

人
材
を
外
国
に
送
り
出
し
て
い
る
中
国
（
北

京
、
大
連
）、
ベ
ト
ナ
ム
の
高
度
人
材
予
備
軍
、

す
な
わ
ち
大
学
、
大
学
院
の
学
生
の
就
職
意

識
、
お
よ
び
高
度
人
材
を
比
較
的
多
く
外
国

か
ら
受
け
入
れ
て
活
用
し
て
い
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
韓
国
で
現
に
働
い
て
い
る
高
度
外

国
人
材
の
就
業
の
実
情
に
関
す
る
基
礎
デ
ー

タ
収
集
を
目
的
に
、
二
〇
一
〇
年
六
月
中
旬

か
ら
七
月
末
に
か
け
て
現
地
調
査
を
実
施
し

た
。

　

調
査
結
果
を
概
括
す
る
と
、
北
京
の
学
生

の
ほ
と
ん
ど
は
「
専
門
を
活
か
し
た
い
」
と

の
職
業
観
を
持
ち
つ
つ
、
就
職
先
は
「
雇
用

の
安
定
」
を
重
視
し
て
選
択
す
る
堅
実
派
が

多
く
、
先
進
国
に
対
す
る
関
心
は
高
い
も
の

の
、
日
本
を
含
め
た
「
外
国
に
あ
る
外
国
企

業
」
へ
の
就
職
は
現
実
的
な
こ
と
と
捉
え
ら

れ
て
い
な
い
。
日
本
語
で
機
械
工
学
を
学
ぶ

大
連
の
学
生
の
場
合
に
は
、
日
本
企
業
に
対

す
る
関
心
は
高
い
も
の
の
、
日
本
企
業
へ
の

就
職
は「
経
験
を
積
む
」「
技
術
を
習
得
す
る
」

機
会
と
捉
え
、
長
く
日
本
で
働
く
こ
と
を
念

頭
に
置
い
て
い
な
い
者
が
多
か
っ
た
。
ベ
ト

ナ
ム
の
学
生
は
就
職
先
に
つ
い
て
「
賃
金
が

高
い
」「
専
門
知
識
を
活
か
す
」
こ
と
を
理
由

に
ベ
ト
ナ
ム
国
内
の
日
系
を
含
む
外
資
系
企

業
を
希
望
す
る
割
合
は
高
い
も
の
の
、
外
国

に
お
け
る
就
職
へ
の
関
心
は
低
か
っ
た
。

  

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
働
く
高
度
外
国
人
材
は
、

長
く
勤
め
、
社
会
に
根
を
下
ろ
し
て
暮
ら
し

て
い
る
者
が
多
か
っ
た
。
こ
の
理
由
は
、
多

民
族
社
会
、
整
備
さ
れ
た
企
業
の
人
事
制
度
、

英
語
の
普
及
、
住
宅
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

が
整
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
韓
国
で
働
く
高
度
外
国
人
材
は
「
韓

国
語
の
習
得
」
が
就
職
先
、
日
常
生
活
で
求

め
ら
れ
、「
言
葉
の
壁
」
に
遭
遇
す
る
割
合
が

高
く
、
現
状
で
は
韓
国
企
業
に
定
着
し
て
長

く
勤
務
す
る
こ
と
を
指
向
し
て
い
る
者
は
少

な
か
っ
た
。

　

中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
調
査
対
象
の

学
生
が
所
属
す
る
大
学
、
大
学
院
は
入
学
試

験
の
難
易
度
が
高
い
「
有
名
大
学
」
を
選
ん

だ
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
に
つ
い
て
は
ア

ジ
ア
各
国
出
身
の
高
度
人
材
を
調
査
対
象
と

し
た
が
、
高
度
人
材
の
定
義
は
表
１
で
示
し

た
項
目
を
原
則
と
し
、
そ
の
他
の
条
件
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
の
高
度
外
国
人
材
の
就

業
許
可
、
滞
在
許
可
に
関
す
る
法
律
の
規
定

に
従
っ
た
。

　

以
下
、
調
査
結
果
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

１　

高
度
人
材
送
出
国

（
１
）
中
国
・
北
京

　

北
京
の
調
査
対
象
者
は
一
六
人
（
表
２
参

照
）。

　

大
学
に
進
学
し
た
経
緯
は
、
大
半
の
学
生

が
全
国
統
一
入
学
試
験
（
高
考
）
の
成
績
で

入
学
可
能
な
も
っ
と
も
水
準
の
高
い
大
学
を

選
択
し
た
と
回
答
。
ほ
ぼ
例
外
は
な
か
っ
た
。

学
生
の
回
答
に
は
中
国
の
受
験
戦
争
の
厳
し

さ
が
に
じ
み
出
て
い
た
。

　

卒
業
後
の
進
路
希
望
で
「
外
国
に
あ
る
外

国
企
業
」
と
回
答
し
た
学
生
は
皆
無
で
あ
っ

た
。
一
六
人
の
う
ち
、
七
人
が
国
有
企
業
を

希
望
、
政
府
関
係
研
究
機
関
を
希
望
す
る
学

生
が
二
人
、
公
務
員
を
第
一
志
望
に
あ
げ
た

学
生
が
一
人
、
外
資
系
企
業
を
第
一
志
望
と

す
る
学
生
が
一
人
、
学
部
生
で
大
学
院
進
学

希
望
者
が
一
人
、
外
国
へ
の
留
学
希
望
者
が

三
人
で
あ
っ
た
。

　

就
職
観
を
と
り
ま
と
め
る
と
、
第
一
に
、

•
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
の
学
生
の
就
職
観
は「
専
門
を
活
か
し
た
い
」

•
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
高
度
外
国
人
材
は
定
着
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

韓
国
で
は
定
着
し
た
人
材
は
少
数

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
高
度
外
国
人
材
の
就
職
意
識
と
活
用
実
態
に
関
す
る
調
査
結
果

表１　高度外国人材の定義

①
　企業での職種：研究者やエンジニア等の専門職、海外進出を担当する営業職、法務・
会計等の専門職、経営に関わる役員や管理職

②
　企業の人材層の中の位置づけ：現在既に経営に関わるなど高度な役割を果たしてい
る外国人材および留学生など将来高度な役割を果たすことになるべき外国人材 

③
　外国人材が所属する組織：当該国の国内組織のなかで働く外国人材、および主に当
該国で海外ビジネスを行う国内組織のなかで働く外国人材

④ 　教育レベル：原則、大卒以上

⑤
　在留資格：日本の法制度で定める ｢研究 ( 企業内の研究者 )｣｢ 技術 ( 機械工学等の技
術者、システムエンジニア等のエンジニア )｣｢ 人文知識 ･国際業務 ( 企画、営業、経理
などの事務職、企業内通訳、デザイナー等 )｣ に当該国で該当する者
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大
多
数
が
大
学
、
大
学
院
で
専
攻
し
た
自
分

の
専
門
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
職
に
就
き

た
い
、
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
背
景
に
は
、

中
国
の
高
等
教
育
は
「
実
戦
的
」
な
面
が
重

要
視
さ
れ
、
将
来
の
職
業
と
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

　

第
二
に
、
国
有
企
業
の
人
気
が
思
っ
た
以

上
に
高
か
っ
た
。
国
有
企
業
へ
の
就
職
を
希

望
す
る
学
生
は
異
口
同
音
に「
雇
用
の
安
定
」

と
「
最
近
は
賃
金
が
高
く
な
っ
た
」
こ
と
を

理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、

民
間
企
業
、
外
資
系
企
業
は
、
国
有
企
業
と

比
べ
て
「
賃
金
は
高
い
」
が
「
雇
用
は
不
安

定
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
北
京
の
学
生
に
は
「
外
国
に
あ

る
外
国
企
業
」
に
就
職
す
る
こ
と
は
、
現
実

的
な
問
題
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。

た
だ
、
留
学
希
望
者
を
含
め
て
約
半
数
の
学

生
が
「
先
進
国
」
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い

た
。
先
進
国
の
中
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
関
心

の
的
で
あ
っ
た
。

就
職
観
は
堅
実
な
安
定
志
向

　

つ
ぎ
に
、
就
職
し
た
企
業
に
長
く
勤
め
る

か
、
転
職
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
か
な
ど
に

つ
い
て
の
回
答
を
み
る
と
、
国
有
企
業
、
公

務
員
を
希
望
し
て
い
る
学
生
の
回
答
は
非
常

に
シ
ン
プ
ル
で
、「
長
く
勤
め
る
つ
も
り
で
あ

る
」
と
判
で
押
し
た
よ
う
に
答
え
て
い
た
。

外
資
系
企
業
を
希
望
し
て
い
る
学
生
も
、「
働

き
始
め
て
み
な
い
と
ど
う
な
る
か
分

か
ら
な
い
が
、
現
時
点
で
は
自
分
の

能
力
を
十
分
に
発
揮
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
」
と
控
え
め
な
回
答
で
、「
転
職
」
は
「
仕

事
の
内
容
次
第
で
あ
る
」
と
答
え
、「
昇
進
」

「
賃
金
」
は
念
頭
に
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
北
京
の
学
生
の
将
来
展
望

は
予
想
外
に
堅
実
な
「
安
定
志
向
」
で
あ
っ

た
。

　

外
国
で
の
就
職
に
関
す
る
意
見
、
感
想
を

聞
い
た
結
果
は
、「
全
否
定
」
二
人
、「
考
え
た

こ
と
が
な
い
」
一
〇
人
な
ど
で
あ
っ
た
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
を
含
め
た
「
外
国
に
あ

る
外
国
企
業
」
に
就
職
す
る
こ
と
に
は
、
現

実
感
が
乏
し
い
と
の
答
え
で
あ
っ
た
。

（
２
）
中
国
・
大
連

　

大
連
で
は
大
連
理
工
大
学
の
機
械
学
部
、

機
械
／
日
本
語
強
化
班
の
学
生
二
三
人
を
調

査
対
象
と
し
た
（
表
３
参
照
）。
機
械
／
日

本
語
強
化
班
は
、
日
本
語
で
機
械
工
学
を
学

ぶ
ユ
ニ
ー
ク
な
専
攻
で
、
二
〇
一
〇
年
の
卒

業
予
定
者
六
〇
人
の
う
ち
八
〇
％
は
日
本
で

就
職
す
る
か
、
留
学
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

大
連
理
工
大
学
に
入
学
し
た
理
由
は
、
北

京
の
調
査
結
果
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
文
脈
で
、

「
全
国
統
一
の
大
学
入
学
試
験
を
受
け
、
そ

の
成
績
を
勘
案
し
て
、
大
連
理
工
大
学
に
入

学
し
た
」
と
の
答
え
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。

機
械
／
日
本
語
強
化
班
を
選
択
し
た
理
由
も

「
機
械
学
部
の
中
で
レ
ベ
ル
が
高
い
か
ら
」

と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。
な
か
に
は
「
日
本

語
だ
け
よ
り
は
、
機
械
を
あ
わ
せ
て
学
ん
だ

方
が
就
職
に
有
利
で
あ
る
」
と
の
認
識
を
複

数
の
学
生
が
持
っ
て
い
た
。

大
半
が
日
本
で
の
就
職
を
希
望

　

卒
業
後
の
進
路
希
望
は
、「
外
国
に
あ
る
外

国
企
業
」
を
あ
げ
る
者
が
九
人
で
、
国
有
企

業
、
外
資
系
企
業
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
い
う
「
外
国
に
あ
る
外
国
企
業
」
と

は
実
質
的
に
は「
日
本
に
お
け
る
日
本
企
業
」

を
意
味
し
て
い
た
。
進
路
希
望
を
「
日
本
で

の
就
職
」
と
関
連
づ
け
て
整
理
す
る
と
、
①

日
本
に
お
け
る
就
職
希
望
者
九
人
、
②
日
本

に
お
け
る
就
職
の
可
能
性
を
語
っ
た
者
七
人
、

③
日
本
留
学
後
に
日
本
で
の
就
職
を
希
望
二

人
、
④
中
国
の
大
学
院
修
了
後
に
「
外
国
で

働
く
か
も
し
れ
な
い
」
者
一
人
、
⑤
「
日
本

で
は
就
職
し
な
い
」
と
答
え
た
者
二
人
、
⑥

外
国
で
の
就
職
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
な

い
者
二
人
、
と
な
る
。

　

日
本
に
お
け
る
就
職
希
望
者
九
人
の
日
本

で
就
職
し
た
い
理
由
に
は
「
日
本
語
で
機
械

を
勉
強
し
た
か
ら
」
な
ど
日
本
語
を
第
一
に

あ
げ
た
者
が
多
か
っ
た
。
こ
の
九
人
の
日
本

に
お
け
る
就
職
先
に
関
す
る
希
望
は
、
全
員

が
機
械
関
係
の
企
業
で
あ
っ
た
が
、
特
定
の

企
業
名
を
あ
げ
た
学
生
は
な
く
、
大
半
が
大

企
業
を
希
望
し
て
い
た
に
と
ど
ま
る
。

表２　北京の調査対象者
（人）

大学・大学院名 合　計 理科系 文科系 学部 大学院 男 女

北京大学・大学院 6 2 4 1 5 3 3

清華大学 1 1 － － 1 － 1

中国人民大学 1 － 1 1 － － 1

北京交通大学・大学院 4 3 1 － 4 4 －

北京理工大学 1 1 － 1 － － 1

中国科学院・大学院 2 2 － － 2 2 －

中国科学技術大学・大学院 1 1 － － 1 1 －

合　計 16 10 6 3 13 10 6

表３　大連の調査対象者
（人）

大学・大学院名 合　計 理科系 文科系 学部 大学院 男 女

（大連理工大学）

4年生 8 8 － 8 － 6 2

3 年生 15 15 － 15 － 14 1

合　計 23 23 － 23 － 20 3
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た
だ
、
多
く
の
学
生
が
、
二
〜
三
年
か
ら

長
く
て
も
一
〇
年
以
内
に
日
本
で
の
仕
事
を

切
り
あ
げ
、
中
国
に
帰
国
し
た
い
と
考
え
て

い
た
。
日
本
で
「
長
く
勤
め
た
い
」
と
答
え

た
の
は
わ
ず
か
一
人
で
あ
る
。
日
本
で
長
く

勤
め
な
い
理
由
は
、「
技
術
を
向
上
さ
せ
、
経

験
を
積
み
、中
国
に
帰
っ
て
そ
れ
を
活
か
す
」

と
の
回
答
が
圧
倒
的
に
多
い
。
日
本
留
学
希

望
者
も
「
研
究
で
は
な
く
、
実
務
的
な
勉
強

を
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
た
。
要
す
る
に
、

日
本
に
お
け
る
就
職
は
、
日
本
企
業
に
長
く

勤
め
、
日
本
に
根
を
下
ろ
し
て
暮
ら
す
、
と

い
う
意
味
で
は
な
く
、「
経
験
を
積
み
」「
技
術

を
向
上
さ
せ
る
」
機
会
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
日
本
へ
の
留
学
と
日

本
に
お
け
る
就
職
は
同
一
次
元
で
考
え
ら
れ

て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
。

（
３
）
ベ
ト
ナ
ム

　

ベ
ト
ナ
ム
の
調
査
対
象
者
は
一
四
人
（
表

４
参
照
）。
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
、
所
属
大

学
に
入
学
し
た
理
由
を
「
入
学
試
験
の
成
績

を
考
慮
し
て
」
と
回
答
し
た
。

　

卒
業
後
の
進
路
希
望
で
「
外
国
に
あ
る
外

国
企
業
」
と
の
答
え
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

　

進
路
希
望
で
最
も
回
答
が
多
か
っ
た
の
は

「
外
資
系
企
業
」
の
八
人
（
文
科
系
六
人
、

理
科
系
二
人
）。
文
科
系
六
人
の
う
ち
、
四

人
は
「
外
資
系
の
金
融
機
関
」
を
希
望
、
一

人
は
日
本
語
を
専
攻
し
て
お
り
「
日
系
企
業

に
勤
め
た
い
」
と
回
答
、
他
の
一
人
は
「
ア

メ
リ
カ
系
に
入
社
で
き
れ
ば
」
と
答
え
た
。

理
科
系
の
二
人
は
い
ず
れ
も
工
学
部
所
属
で
、

一
人
は
特
定
の
企
業
名
を
あ
げ
、
他
の
一
人

は
夜
間
の
大
学
院
生
で
、
す
で
に
外
資
系
の

メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
い
た
。

賃
金
が
高
い
こ
と
を
理
由
に
外
資
系
を
選
択

　

外
資
系
企
業
を
選
択
し
た
八
人
に
共
通
す

る
選
択
理
由
は
、「
賃
金
が
高
い
」「
自
分
の
専

門
が
活
か
せ
る
」
の
二
点
。

　

つ
ぎ
に
回
答
が
多
か
っ
た
の
は
、
国
有
企

業
の
四
人
。
共
通
点
は
い
ず
れ
も
工
学
部
の

学
生
で
「
雇
用
の
安
定
」
を
理
由
に
あ
げ
た

こ
と
だ
。
残
る
二
人
は
「
公
務
員
希
望
」
で

「
安
定
し
た
職
で
あ
る
」
こ
と
を
理
由
と
し

て
い
た
。「
民
間
企
業
」
は
、
第
一
志
望
の

外
資
系
や
国
有
企
業
に
就
職
で
き
な
か
っ
た

場
合
、「
民
間
企
業
に
就
職
せ
ざ
る
を
得
な

い
」
と
の
消
極
的
な
回
答
の
中
で
言
及
さ
れ

た
に
過
ぎ
な
い
。

　

以
上
の
進
路
希
望
の
背
景
に
は
、
賃
金
は

外
資
系
企
業
が
も
っ
と
も
高
く
、
民
間
企
業
、

国
有
企
業
、
公
務
員
の
順
で
低
く
な
る
、
一

方
「
仕
事
の
厳
し
さ
」
に
つ
い
て
は
、
外
資

系
企
業
が
も
っ
と
も
厳
し
く
、
民
間
企
業
が

こ
れ
に
つ
ぎ
、
国
有
企
業
、
公
務
員
の
仕
事

は
相
対
的
に
「
厳
し
く
な
い
」
と
の
共
通
認

識
が
あ
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
雇
用
の
安
定
に

つ
い
て
、
国
有
企
業
、
公
務
員
は
「
安
定
し

て
い
る
」
が
、
外
資
系
企
業
や
民
間
企
業
は

「
景
気
変
動
に
影
響
さ
れ
て
不
安
定
で
あ
る
」

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
「
外
国
に
あ
る
外
国
企
業
へ
の
就
職
」
に

関
し
て
は
「
外
国
に
は
一
度
も
行
っ
た
こ
と

が
な
い
」
の
で
、「
外
国
の
企
業
に
関
す
る
知

識
が
な
い
」
と
い
う
の
が
共
通
し
た
反
応
で

あ
っ
た
。

　

将
来
外
国
に
あ
る
外
国
企
業
へ
の
就
職
機

会
が
あ
っ
た
場
合
は
、「
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば

行
き
た
い
」
と
の
積
極
派
か
ら
、「
検
討
す
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
の
中
間
派
、「
チ
ャ
ン
ス

が
あ
っ
て
も
、
た
ぶ
ん
外
国
の
企
業
に
は
入

ら
な
い
」
と
の
消
極
派
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

が
あ
っ
た
。
積
極
派
に
具
体
的
国
名
を
あ
げ

て
も
ら
う
と
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、中
国
の
名
前
が
あ
が
っ

た
。
積
極
派
の
中
で
も
「
外
国
で
働
く
に
し

て
も
、
長
く
は
働
か
な
い
」
と
の
回
答
が
複

数
み
ら
れ
た
。

（
４
）
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の
比
較

　

北
京
、
大
連
、
ベ
ト
ナ
ム
の
調
査
結
果
か

ら
み
た
共
通
点
の
第
一
は
、
現
在
所
属
す
る

大
学
・
大
学
院
を
選
択
し
た
理
由
が
「
全
国

統
一
入
学
試
験
の
成
績
を
み
て
」
決
め
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
将
来
の
職
業
、
就
職
を
考

慮
す
る
よ
り
は
、「
有
名
大
学
」
に
入
学
す
る

こ
と
が
第
一
目
標
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

第
二
の
共
通
点
は
、
就
職
を
具
体
的
に
考

え
る
場
合
、「
雇
用
の
安
定
」
を
重
視
し
て
い

る
学
生
が
多
か
っ
た
こ
と
だ
。
と
く
に
北
京

と
ベ
ト
ナ
ム
の
学
生
の
大
半
は「
国
有
企
業
」

へ
の
就
職
を
「
雇
用
の
安
定
」
を
理
由
と
し

て
希
望
し
、外
資
系
企
業
、民
間
企
業
は
「
景

気
変
動
の
影
響
に
よ
り
雇
用
が
不
安
定
」
と

考
え
て
い
た
。

　

第
三
の
共
通
点
は
、
北
京
、
大
連
、
ハ
ノ

イ
の
学
生
が
と
も
に
「
自
分
の
専
門
性
を
活

か
し
た
職
業
に
就
き
た
い
」
と
答
え
て
い
た

こ
と
だ
。「
有
名
企
業
に
入
り
た
い
」
と
の

回
答
は
ご
く
僅
か
で
あ
っ
た
。「
大
学
は
有

名
指
向
」
で
あ
っ
た
が
、「
就
職
先
は
有
名
指

向
」
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
「
専
門
性
を
活

か
す
こ
と
」
を
優
先
す
る
意
識
が
強
か
っ
た
。

　

第
四
の
共
通
点
は
、「
外
国
に
あ
る
外
国
企

業
へ
の
就
職
」
に
つ
い
て
、
北
京
と
ベ
ト
ナ

ム
の
学
生
は
、
現
実
的
な
も
の
と
し
て
捉
え

て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
。こ
の
背
景
に
は「
一

度
も
外
国
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
」
学
生
が

ほ
と
ん
ど
で
、
身
近
に
外
国
で
就
職
し
た
知

人
が
い
な
い
と
い
っ
た
事
情
が
介
在
し
て
い

る
よ
う
だ
。
だ
が
、
先
進
国
に
対
す
る
関
心

表４　ベトナムの調査対象者
（人）

大学・大学院名 合計 理科系 文科系 学部 大学院 男 女

ハノイ外国貿易大学 2 － 2 2 － － 2

ハノイ工科大学・大学院 4 3 1 3 1 4 －

ハノイ農業大学 1 1 － 1 － 1 －

交通・運輸大学・大学院 2 2 － 1 1 2 －

ハノイ経済大学 5 3 2 5 － 3 2

合　計 14 9 5 12 2 10 4



特集―外国人労働者の諸課題

Business Labor Trend 2011.2

39

は
高
く
、
機
会
が
あ
れ
ば
留
学
し
た
い
と
の

希
望
は
多
く
み
ら
れ
た
。

　

一
方
、
大
連
の
機
械
／
日
本
語
強
化
班
の

学
生
は
、
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
こ
と
、「
先

輩
の
多
く
が
日
本
へ
留
学
、
就
職
で
行
っ
て

い
る
こ
と
」
な
ど
の
環
境
か
ら
、
日
本
で
就

職
し
た
い
、
日
本
に
留
学
し
た
い
と
の
希
望

を
大
半
の
者
が
語
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
大

連
の
学
生
も
、
日
本
で
長
く
勤
め
る
考
え
は

な
く
、
二
年
か
ら
一
〇
年
以
内
に
中
国
に

帰
っ
て
く
る
と
答
え
て
い
た
。

外
国
で
就
職
し
て
も
数
年
で
帰
国

　

北
京
と
ベ
ト
ナ
ム
の
学
生
は
「
も
し
外
国

で
就
職
す
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
」
と
の
質
問

に
多
く
が
検
討
す
る
と
答
え
た
も
の
の
、
経

験
を
積
ん
だ
あ
と
、
数
年
で
帰
国
す
る
と
答

え
て
い
た
。
こ
の
点
で
は
、
大
連
の
学
生
も
、

北
京
、
ベ
ト
ナ
ム
の
学
生
も
同
じ
意
識
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
が
第
五
の
共
通
点
で

あ
る
。

　

際
だ
っ
た
相
違
点
は
、
就
職
先
を
選
択
す

る
際
の
理
由
で
あ
る
。「
専
門
性
」
を
重
視

す
る
点
は
共
通
し
て
い
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の

学
生
は
多
く
が
専
門
性
と
同
じ
比
重
で
「
賃

金
が
高
い
」
こ
と
を
就
職
先
選
択
基
準
に
あ

げ
て
い
た
。
中
国
の
学
生
も
賃
金
に
つ
い
て

言
及
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
ベ
ト

ナ
ム
の
学
生
は
賃
金
に
対
す
る
関
心
が
中
国

の
学
生
と
比
較
し
て
格
段
と
高
か
っ
た
。

２　

高
度
人
材
受
入
国

（
１
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
外
国
人
労
働
者
（
マ

ニ
ュ
ア
ル
・
ワ
ー
カ
ー
）
を
一
〇
〇
万
人
以

上
受
け
入
れ
て
お
り
、
こ
の
管
理
は
非
常
に

厳
格
で
あ
る
が
、
高
度
外
国
人
材
（
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
）
の
受
け
入
れ
と
そ
の
管
理
制
度

は
極
め
て
緩
や
か
で
あ
る
。

　

高
度
外
国
人
材
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
働
く

た
め
に
は
、
就
業
許
可
証
と
し
て
「
エ
ン
プ

ロ
イ
メ
ン
ト
・
パ
ス
（
Ｅ
パ
ス
）」
を
取
得

す
る
必
要
が
あ
る
。
取
得
条
件
は
「
月
例
賃

金
が
二
五
〇
〇
Ｓ
＄
（
約
一
六
万
三
〇
〇
〇

円
）以
上
」で
雇
用
さ
れ
る
こ
と
、「
専
門
職
」

「
管
理
職
」
に
就
く
こ
と
で
あ
る
。

  

調
査
対
象
者
は
一
五
人（
表
５
参
照
）。「
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
働
く
外
国
人
の
大
多
数
は
、

ア
セ
ア
ン
諸
国
出
身
の
中
国
系
」
と
い
わ
れ

る
が
、
調
査
対
象
者
の
な
か
に
「
中
国
系
」

が
一
一
人
含
ま
れ
て
い
た
。

「
高
賃
金
」
が
就
職
理
由

　

企
業
で
使
う
言
語
は
、
全
員
が
「
英
語
」

と
答
え
た
。
同
僚
な
ど
と
の
日
常
会
話
は
、

「
英
語
」
と
「
各
種
中
国
語
」
が
用
い
ら
れ
、

通
常
両
言
語
の
「
ミ
ッ
ク
ス
」
で
あ
る
と
の

回
答
が
多
か
っ
た
。

　

調
査
対
象
者
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
就
職
す

る
こ
と
に
決
め
た
理
由
は
つ
ぎ
の
三
点
に
集

約
で
き
る
。

　

第
一
の
理
由
は
出
身
国
よ
り
も
「
賃
金
が

高
い
」
こ
と
。
多
か
れ
少
な
か
れ
、
す
べ
て

の
調
査
対
象
者
が
こ
の
点
に
触
れ
て
い
た
。

　

第
二
の
理
由
は
言
語
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

ビ
ジ
ネ
ス
言
語
は
英
語
で
あ
る
が
、
同
時
に

国
民
の
七
五
％
以
上
が
「
中
国
系
」
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
、
中
国
語
が
広
く
使
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
点
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
東

南
ア
ジ
ア
各
国
の
中
国
語
を
解
す
る
高
度
人

材
に
と
っ
て
魅
力
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

第
三
の
理
由
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
が
、

高
度
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
に
一
貫
し
て
積

極
的
な
こ
と
だ
。
高
度
外
国
人
材
は
ほ
ぼ
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
人
と
同
一
視
し
て
処
遇
さ
れ
て

い
る
。

長
く
働
く
た
め
に
は
永
住
権
取
得
が
重
要

　

政
府
の
政
策
に
関
連
し
て
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

対
象
者
か
ら
つ
ぎ
の
点
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

高
度
外
国
人
材
は
Ｅ
パ
ス
を
得
て
働
く
。

Ｅ
パ
ス
は
申
請
時
の
企
業
で
働
く
こ
と
を
前

提
と
し
、
そ
の
企
業
を
何
ら
か
の
理
由
で
離

職
す
る
と
、
滞
在
許
可
を
失
う
。
し
か
し
Ｅ

パ
ス
で
一
定
期
間
働
く
と
容
易
に
Ｐ
Ｒ
（
永

住
権
）
が
取
得
で
き
る
。
Ｐ
Ｒ
を
取
得
す
る

と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
転
職
が
可
能
と
な

り
、
精
神
的
に
安
心
感
が
得
ら
れ
る
と
い
う
。

  

「
転
職
」
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
職

場
の
上
司
へ
の
不
満
、
昇
進
、
賃
金
な
ど
を

理
由
に
「
転
職
」
す
る
こ
と
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
働
く
高
度
外
国
人
材
に
と
っ
て
は
特
別

な
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
背

景
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
高
度
人
材
に

と
っ
て
も
「
転
職
」
は
特
別
な
こ
と
で
は
な

い
労
働
市
場
慣
行
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。

（
２
）
韓　

国

　

韓
国
に
お
け
る
調
査
は
、
韓
国
労
働
研
究

院
（
Ｋ
Ｌ
Ｉ
）
と
の
共
同
調
査
と
し
て
実
施

し
た
。
調
査
対
象
者
は
一
一
人（
表
６
参
照
）。

高
度
人
材
と
し
て
働
く
際
の
ビ
ザ
の
種
類
別

で
は
「
教
授
（
Ｅ
‐
１
）」
一
人
、「
研
究
（
Ｅ

‐
３
）」
一
人
、「
技
術
指
導
（
Ｅ
‐
４
）」
一
人
、

「
特
定
活
動
（
Ｅ
‐
７
）」
八
人
。
ベ
ト
ナ

ム
出
身
者
は
全
員
Ｅ
‐
七
ビ
ザ
で
、
中
国
出

身
者
も
Ｅ
‐
７
ビ
ザ
が
三
人
と
多
い
。
高
度

人
材
と
し
て
韓
国
で
働
く
際
の
ビ
ザ
は
Ｅ
‐

７
が
も
っ
と
も
一
般
的
で
あ
る
。

　

中
国
出
身
者
は
全
員
、
中
国
語
を
母
語
と

し
、
全
員
が
韓
国
語
を
解
す
る
と
答
え
た
。

な
か
に
は
「
中
国
国
籍
の
朝
鮮
族
」
で
「
中

国
語
よ
り
韓
国
語
が
得
意
」
と
答
え
た
者
が

一
人
、ま
た
中
国
の
大
学
の「
朝
鮮
語
学
科
」

を
卒
業
し
た
者
が
二
人
い
た
。
こ
れ
に
対
し

ベ
ト
ナ
ム
出
身
者
は
、
留
学
経
験
者
二
人
を

除
い
て
「
韓
国
語
が

難
し
い
」
と
答
え
て

お
り
、
ま
っ
た
く
韓

国
語
を
解
さ
な
い
者

も
一
人
い
た
。

　

賃
金
は
、
税
金
と

社
会
保
険
料
を
差
し

引
い
た
手
取
額
で
一

〇
〇
〜
二
五
〇
万

ウ
ォ
ン
（
約
九
〜
二

三
万
円
）
と
調
査
対

象
者
に
よ
っ
て
そ
の

差
が
大
き
い
。
賃
金

額
に
つ
い
て
、
中
国

出
身
者
は
六
人
中
二

人
が「
中
国
の
二
倍
」

と
答
え
、四
人
は「
中

国
と
同
水
準
」
と
回

答
。
ベ
ト
ナ
ム
出
身

表５　シンガポールの調査対象者
（人）

出身国 合　計 男 女 大学卒 大学院修了

マレーシア 7 4 3 6 1

インドネシア 5 1 4 4 1

フィリピン 2 － 2 1 1

ニュージーランド 1 － 1 1 －

合　計 15 5 10 12 3

表６　韓国の調査対象者
（人）

出身国 合計 男 女 大学卒 大学院修了

中　　国 6 3 3 2 4

ベトナム 5 4 1 3 2

合　計 11 7 4 5 6
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者
は
五
人
中
四
人
が
「
ベ
ト
ナ
ム
の
二
倍
」

と
答
え
、
一
人
は
「
三
倍
」
と
答
え
た
。

就
職
理
由
は
経
験
を
積
む
こ
と

　

韓
国
で
就
職
し
た
理
由
は
「
外
国
で
仕
事

を
す
る
経
験
を
積
み
た
か
っ
た
か
ら
」
が
一

一
人
中
七
人
と
も
っ
と
も
多
く
、
い
ず
れ
も

近
い
将
来
に
出
身
国
に
帰
る
こ
と
を
考
え
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
経
験
を
積
ん
で
出
身
国

に
帰
り
、
よ
り
良
い
職
を
探
す
と
の
考
え
方

を
持
っ
て
い
た
。
就
職
理
由
に
「
高
賃
金
」

と
答
え
た
者
は
ベ
ト
ナ
ム
出
身
者
三
人
で
、

予
想
外
に
少
な
か
っ
た
。

　

現
在
の
職
場
に
つ
い
て
、
複
数
の
調
査
対

象
者
が
出
身
国
の
労
働
慣
行
と
異
な
る
こ
と

を
認
め
、
そ
の
上
で
「
韓
国
人
の
同
僚
は
勤

勉
」「
規
則
が
厳
格
に
守
ら
れ
る
」
と
の
好
意

的
な
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
他
方
で
、「
勤
務

時
間
が
長
い
」「
上
司
よ
り
先
に
退
勤
し
づ
ら

い
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　

職
場
で
遭
遇
し
た
問
題
点
に
つ
い
て
は
、

言
葉
に
ま
つ
わ
る
回
答
が
多
か
っ
た
。
と
く

に
、
韓
国
語
の
で
き
な
い
ベ
ト
ナ
ム
出
身
者

は
、
業
務
は
英
語
で
遂
行
し
て
い
る
が
、
同

僚
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
苦
労
し
て

い
た
。
韓
国
語
が
で
き
、
韓
国
人
同
僚
と
も

問
題
な
く
業
務
を
し
て
い
る
中
国
出
身
者
も

「
食
事
は
い
つ
も
、
中
国
人
は
中
国
人
同
士
、

韓
国
人
は
韓
国
人
同
士
で
別
々
に
食
べ
て
い

る
」
と
回
答
し
て
い
た
。

（
３
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
韓
国
の
比
較

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
韓
国
の
調
査
結
果
を
比

較
す
る
と
、
共
通
点
よ
り
相
違
点
が
多
い
。

　

第
一
に
、
受
入
制
度
の
歴
史
が
異
な
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
一
九
六
五
年
に
独
立
し
て

以
来
、
一
貫
し
て
外
国
人
労
働
者
受
入
政
策

を
と
っ
て
き
た
。
高
度
外
国
人
材
に
対
す
る

管
理
は
極
め
て
緩
や
か
で
、
就
業
許
可
書
を

取
得
す
れ
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
高
度
人
材

と
ほ
ぼ
同
一
の
処
遇
で
就
業
で
き
る
。

　

一
方
、
韓
国
の
場
合
は
一
九
九
七
年
の
ア

ジ
ア
通
貨
危
機
の
直
後
に
経
済
が
大
幅
に
落

ち
込
み
、
こ
こ
か
ら
立
ち
直
る
過
程
で
外
国

人
労
働
者
の
活
用
が
本
格
的
に
政
策
課
題
と

な
り
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
外
国
人
マ
ニ
ュ
ア

ル
・
ワ
ー
カ
ー
を
本
格
導
入
、
高
度
外
国
人

材
受
入
制
度
は
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
入
っ

て
整
備
が
進
ん
だ
に
過
ぎ
な
い
。

高
度
人
材
受
入
れ
の
歴
史
に
大
き
な
差

　

す
な
わ
ち
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
韓
国
で
は

高
度
外
国
人
材
受
入
れ
の
歴
史
に
大
き
な
差

が
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
す
で
に
社
会

に
定
着
し
た
外
国
人
高
度
人
材
が
多
数
み
ら

れ
る
の
に
対
し
、
韓
国
で
は
定
着
は
今
後
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

賃
金
の
違
い
も
大
き
な
要
素
で
あ
る
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
調
査
対
象
者
は
出
身
国
よ
り

「
賃
金
が
高
い
」
こ
と
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

働
く
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
を
ほ
ぼ

全
員
が
認
め
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
韓
国
で

働
く
調
査
対
象
者
の
賃
金
は
手
取
額
で
「
一

〇
〇
〜
二
五
〇
万
ウ
ォ
ン
」（
約
九
〜
二
三
万

円
）
と
、
企
業
あ
る
い
は
個
人
に
よ
り
そ
の

差
が
大
き
く
、
調
査
対
象
者
の
な
か
に
は
同

じ
職
務
に
就
い
て
い
る
「
韓
国
人
よ
り
賃
金

が
低
い
」
と
考
え
て
い
る
者
も
い
た
。
単
純

に
は
比
較
で
き
な
い
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

調
査
対
象
者
の
賃
金
は
三
〇
〇
〇
〜
六
〇
〇

〇
Ｓ
＄
（
約
二
〇
〜
四
〇
万
円
）
で
、
韓
国

の
そ
れ
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
た
。

社
会
の
受
入
れ
態
勢
に
違
い
も

　

社
会
の
受
入
れ
態
勢
の
違
い
も
大
き
い
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
独
立
以
前
か
ら
移
民
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
中
国
系
を
中
心
と

し
た
多
民
族
社
会
で
あ
る
。
近
隣
諸
国
の
中

国
系
を
中
心
と
す
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を
高

度
人
材
と
し
て
受
入
れ
社
会
に
統
合
し
て
い

く
こ
と
に
大
き
な
軋
轢
が
少
な
い
条
件
が
も

と
も
と
揃
っ
て
い
た
。

　

韓
国
に
お
い
て
は
調
査
対
象
者
の
多
く
が
、

企
業
内
や
日
常
生
活
に
お
け
る
韓
国
語
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
困
難
さ
を
訴
え

て
い
た
。
例
外
は
韓
国
語
が
得
意
な
「
中
国

国
籍
の
朝
鮮
族
」
に
限
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

社
会
の
受
入
れ
態
勢
の
違
い
が
、
高
度
外
国

人
材
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
「
働
い
て
生

活
す
る
」
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
の
に
対

し
、
韓
国
に
お
い
て
は
「
数
年
、
経
験
を
積

ん
で
出
身
国
に
帰
る
」
と
考
え
て
い
る
者
が

多
い
背
景
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

（
国
際
研
究
部
長
・
坂
井
澄
雄
）




